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パターンは組織内で発見され，書かれ，共有され，使われ，洗練され，ついには公に提供される
といったライフサイクルを経る．パターンを組織内で活用する上で，この視点が欠かせないだけでな
く，それに基づく「パターンライフサイクルマネジメント」が必要である．このパターン活動は，必ずしも
洗練されたパターン記述形式や崇高な思想を会得しなければ始められないわけではない．一方
で，パターン活動を効果的なものにするためには，形式に頼らずにパターンの本質を理解しなけれ
ばならない．本稿では，パターンワーキンググループ内実践タスクの取り組みのとしてのパターンラ
イフサイクルマネジメントを定義し，今後解決されるべき課題を明らかにする． 

Pattern Activities Without Formalism 
Hosoya Ryuichi† 

A pattern follows a lifecycle in which it is discovered within the organization, written, shared, 
used, refined and finally provided for the public outside of the organization. In leveraging patterns in 
an organization, not only such perspective of patterns is vital, but also “pattern lifecycle 
management” based on that perspective is important. For such pattern activity to be initiated, one is 
not necessarily required to learn the finest form of pattern writing or noble notions.  On the other 
hand, however, to make the most of pattern activities, one must understand the essence of patterns 
without leaning on formalism. In this paper, the author defines pattern lifecycle management as 
Practice Task of Patterns Working Group works on, and discusses some of the problems to be solved 
in the course of action. 

 

1. パターンのライフサイクル 
一般によく知られたパターンであっても，はじめから出
版された形で生まれ出でたわけではない．そこへ至るま
でのパターンの成長がある．パターンは，まず特定の集
団（以下組織とする）の中で発見され，書かれ，共有され，
洗練されていき（フェーズ I），その中から遂に公にされる
ものが出てくる（フェーズII）． 
組織の中でパターンを共有し，効果的に活用するため
には，フェーズ I でのパターンのありように焦点を当てる．
フェーズIIに見られる洗練度や抽象度は全てのパターン
に重要ではない． 

2. パターンとは？ 
フェーズ I のパターンを実践し，運用するためには，建
築学の思想の学習やワークショップへの参加は必須でな
い．一方で，パターンとしての情報に本質的に必要な内
容は何であるかに常に注意を払い，定形・不定形の記述
に現れるパターンを運用できなくてはならない． 
パターンにはいろいろな記述形式があるが，そこから得
られる情報の性質には共通性がある．すなわち，そのパ

ターンを識別するための名前，いつどういうときに使うかの
選択基準，適用前の状況（文脈／context），適用結果の
イメージ（結果文脈／resulting context），適用前の状況か
ら適用後の状況へと導く手順の詳しい説明，説得（事例
や理論），適用対象となる活動の中で集めたパターンの
一覧表 である．こうした情報のセットであるパターンは，
問題を解決しゴールへと向かう過程で，やるべきことが何
であるかを巨視的に理解し，個々の問題をどのように解決
するのかを微視的に会得するための情報の一つのスタイ
ルである．そういう意味では，パターンはナレッジマネジメ
ントの一形態と捉えることもできる．パターンライフサイクル
マネジメントは，こうした本質を持つパターンを組織内で
運用し，また，そのその萌芽の段階から始まる成長の過
程を支援することを目的とする活動である． 

3. パターンを取り巻く影響力 
パターンの運用に当たっては，注意し，制御せねばな
らない様々な影響力がひしめく．次にそのいくつかを挙げ
る： 

?? パターンによるコミュニケーション加速 vs. パ
ターンの外にいる者の疎外感 

?? 効率化のための再利用 vs. コスト削減のため
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の高コストな仕掛け 
?? 自前主義の否定による品質向上 vs. 無批判，
先例主義，モラル低下 

?? 同じ発明を二度しない vs. 一つの発明を二度
と見直さない 

パターン及びそれを運用する組織の状況は刻々と変
わっていく．その過程に注意を払わなければ，組織はパ
ターンの力の暗黒面に捉えられてしまうだろう． 

4. 話ししている？興味持ってる？ 
パターンの力の暗黒面に引きずり込まれないようにす
るには，形式を重視した方法論の適用の前に，まず良識
を養い，必要な労力をいとわない態度が求められるだろう．
その良識とは，簡単に言えば，組織の中のパターンにつ
いて興味を持続すること，そして話し合うことである．これ
ができているかは，ソフトウェア開発では次のように，チー
ムとして個々人の成果を一つに合わせるときに露になる
状況として反映される：  
× ピースがぴたっとはまらない． 
?? 要求仕様があいまいなままなのに，なぜか
設計が進んでいる（ように見える）． 

?? アーキテクトは口先ばかり． 
?? 個々を組み合わせて動く確信がない． 
?? 開発の段取りを知らない． 
?? 悪いところを正すとき，目に付いたところだ
け正す． 

?? 動いてはいるけれど，統一感がない． 
○ カチっとはまる． 
?? 要求仕様を共有している． 
?? アーキテクトが自分のいっていることを手本
（パターン）で示してくれる． 

?? 作ったものを仲間の目にさらしている． 
ソフトウェア開発組織の力学に関しては，[2]などに詳
しい．パターンはコミュニケーションと共有を手助けする
枠組みの多くの中の一つであり，関係者の無視・無知を
減らして，「ちゃんとやってる」感を継続的に高めるために
ある．パターンライフサイクルマネジメントは，状況を上の
「×」から「○」に移行させるに当たって，パターンがどのよ
うに作用するかをより具体的に明らかにしなければならな
い． 

5. パターンライフサイクルマネジメントとパ
ターンWG実践タスク 
次のようにパターンライフサイクルマネジメントを定義し
たい： 

?? パターンが発見または外部から導入され，組
織内で共有され，成長する過程を支援するこ
と（フェーズI） 

?? オプションとして，フェーズIで成熟したパター
ンを，公の場に公開して，さらに成長する過程

を支援すること（フェーズII） 
パターンWG を通じて，パターンライフサイクルマネジ
メントを支援するために必要な概念や道具立てを整理し
ていきたい．これに関して，実践タスク内では，当初フェ
ーズ I に焦点をあてて課題の洗い出しと解決策の議論を
重ね，パターンというスタイルによる知識共有の実践的方
法を打ち出して生きたい．また，実践タスクとして，公の場
にあるパターンの導入を支援したり，公の場にパターンを
公開するための具体的な場を提供した上で活動し，その
成果を上記フェーズ IIとリンクさせたい． 

6. 現在わかっている課題 
パターンを組織内で運用し，組織の知識共有を促進
する上で，解決すべき課題として次が挙げられる： 

?? パターンは書きっぱなし，登録しっぱなしでは
役に立たず，死んでしまう．適用すべき場面
でそのパターンが再発見されるためにはどうし
たらいいか？ 

?? 一般に公開されているパターンはスタイルは
優れているが，抽象的だったり，自分の組織
の文化に特化していなかったりして，導入が
難しい場合がある．外部から獲得したパター
ンを導入するためにはどのような取り組みが必
要か． 

?? ナレッジマネジメントとしてのパターン：ナレッ
ジマネジメントの一スタイルとしてパターンを実
践するためには，何が足りないか．ナレッジマ
ネジメントの知恵から何が得られるか． 

?? パターンは単独よりも，ある活動の多くの局面
で選択されるセットとなっていることが望ましい．
単体のパターンを生み出すだけでなく，有機
的なセット（いわゆる「パターン言語（ランゲー
ジ）」）に編み上げていくにはどうしたらいい
か． 

?? 既にパターンが適用されている成果物を追跡
する方法．パターン自身の成長が成果物に影
響を知るにはどうしたらいいか． 

?? 組織の文化にパターンを導入し，根付かせる
までの過程はどうあるべきか． 

7. パターンWG実践タスクの取り組み 
パターン WG 実践タスクでは，こうした課題の解決策
を，サンプル事例，パターンを書くためのテンプレートの
提案，手順書，その他のツールの活用方法などを示すこ
とで提供することを目指す．また，パターンWG として勉
強会を定期的に開き，パターン導入のノウハウの共有，
パターン活動にまつわる問題の共有と解決策の討議の
場を設定したい．こうした活動を通じてパターンライフサイ
クルマネジメントにボディを与えていきたい． 
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